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条
約
は
、①
核
兵
器
は「
非

人
道
兵
器
」
と
認
定
し
、
②

核
兵
器
の
開
発
、
保
有
、
使

用
、
使
用
の
威
嚇
な
ど
あ
ら

ゆ
る
活
動
を
禁
止
し
、
③
被

爆
者
・
核
実
験
被
害
者
の「
苦

難
」と「
努
力
」に
言
及
し
、

④
核
兵
器
の
被
害
者
の
権
利

を
明
記
し
て
い
る
。さ
ら
に
、

⑤
保
有
国
の
核
兵
器
廃
棄
へ

の
道
筋
を
描
き
、
⑥
核
兵
器

に
「
悪
の
烙
印
」
を
押
す
こ

と
で
、
核
抑
止
に
依
存
す
る

こ
と
の
正
当
化
を
崩
し
、
核

兵
器
国
と
「
核
の
傘
」
依
存

国
へ
の
圧
力
に
な
る
こ
と
が

謳
わ
れ
て
い
る
。

「
核
兵
器
禁
止
条
約
」
発

効
の
意
味
に
つ
い
て
、
国
連

事
務
総
長
グ
テ
ー
レ
ス
氏

は
、
１０
月
２４
日
（
Ｎ
Ｙ
現
地

時
間
）
の
核
兵
器
禁
止
条
約

５０
カ
国
達
成
へ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
の
中
で
、
「
核
兵
器
禁
止

条
約
の
発
効
は
、
あ
ら
ゆ
る

核
兵
器
使
用
が
も
た
ら
す
壊

滅
的
な
人
道
上
の
結
末
に
着

目
し
た
国
際
的
な
取
り
組
み

の
成
果
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

国
連
の
軍
縮
面
で
の
最
優
先

課
題
で
あ
る
『
核
兵
器
の
完

全
廃
棄
』
に
向
け
た
重
要
な

取
り
組
み
で
あ
る
。
」
と
語

っ
て
い
る
。

核
兵
器
使
用
の
可
能
性

は
、
意
図
的
な
使
用
に
限
ら

ず
、
事
故
、
あ

る
い
は
誤
算
に

よ
る
使
用
も
十

分
に
あ
り
う
る

の
で
、
核
兵
器

の
脅
威
は
、
そ

の
廃
絶
ま
で
続

く
、
長
く
険
し

い
道
の
り
で
あ

る
が
、
核
兵
器

禁
止
を
願
う
世

界
中
の
人
々
の

努
力
が
い
っ
そ

う
必
要
に
な
っ

て
い
る
。

条
約
採
択
後
よ
ろ
こ
び
合
う
サ
ー
ロ
ー
節
子

氏
ら
（

年
７
月
）
日
本
被
団
協
提
供

２
０
２
０
年
１０
月
２４
日
、
核
兵
器
禁
止
条
約
は
ホ
ン

ジ
ュ
ラ
ス
が
批
准
し
た
こ
と
で
批
准
国
が
５０
カ
国
に
達

し
、
２
０
２
１
年
１
月
２２
日
に
発
効
す
る
こ
と
が
確
定

し
た
。
反
核
医
師
の
会
は
、
こ
れ
を
歓
迎
し
、
戦
争
に

よ
る
唯
一
の
核
兵
器
被
爆
国
で
あ
り
な
が
ら
、
日
本
政

府
が
核
兵
器
禁
止
条
約
に
背
を
向
け
て
い
る
こ
と
は
許

す
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
し
て
、
声
明
を
発
表
し
た
。

内
容
は
、
以
下
の
通
り
。

核
兵
器
禁
止
条
約
発
効
の
確
定

を
受
け
て
、
日
本
原
水
協
か
ら

「
唯
一
の
戦
争
被
爆
国

日
本
政

府
に
核
兵
器
禁
止
条
約
の
署
名
・

批
准
を
求
め
る
署
名
」
が
提
起
さ

れ
、
共
同
呼
び
か
け
人
に
よ
る
呼

び
か
け
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。
１２
月

１２
日
現
在
、
反
核
医
師
の
会
代
表

世
話
人
３
名
も
含
め
、
１
３
７
人

が
共
同
呼
び
か
け
人
に
な
っ
て
い

る
。署

名
の
訴
え
は
次
の
通
り
。

「
い
ま
世
界
で
は
、
核
兵
器
禁

止
条
約
の
発
効
か
ら
核
兵
器
廃
絶

へ
と
す
す
も
う
、
と
い
う
声
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。
多
く
の
国
ぐ
に

が
被
爆
者
の
声
に
耳
を
傾
け
、『
核

兵
器
に
よ
る
安
全
』
で
は
な
く
、

『
核
兵
器
の
な
い
世
界
に
よ
る
安

全
』
を
選
択
し
、
核
兵
器
禁
止
条

約
を
支
持
し
、
参
加
し
つ
つ
あ
り

ま
す
。

唯
一
の
戦
争
被
爆
国
で
あ
る
日

本
政
府
は
、
核
兵
器
廃
絶
の
先
頭

に
立
た
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

国
内
の
世
論
調
査
で
も
、
日
本

が
核
兵
器
禁
止
条
約
に
参
加
す
べ

き
と
の
声
は
７
割
を
超
え
て
い
ま

す
。
日
本
政
府
が
こ
の
被
爆
者
と

国
民
の
声
に
応
え
る
こ
と
を
訴
え

ま
す
。
」

署
名
用
紙
は
、
反
核
医
師
の
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
る
の
で
、
ご
活
用
い

た
だ
き
た
い
。

本日、核兵器禁止条約を批准した国が５０
カ国を超えた。９０日後には、この条約が国
際条約として発効する。私たち反核医師の
会は、被爆から７５年のこの年に、核兵器禁
止条約の発効が確定したことを大歓迎し、
核兵器の廃絶を願う被爆者、非核兵器国、
並びに市民団体などの多くの仲間たちと共
に喜びたい。
ヒロシマ、ナガサキに原爆が投下され、

その年の１２月までに２１万を超える命が奪わ
れ、生き残った被爆者に今なお続く多大な
苦しみを強いてきた核兵器を、この地球か
ら廃絶することは、被爆者はもちろん全人
類の願いである。しかしながら、今なお１
万３千を超える核兵器が存在し、核兵器国
はＮＰＴで認められた５カ国に加え、イン
ド、パキスタン、イスラエル、北朝鮮と増
えており、核戦争による人類の滅亡の危険
がかつてなく高まっている。
被爆者を中心として、核兵器の非人道性

を世界に訴える運動が広がる中で、核兵器
の開発、実験、製造、備蓄、移譲、使用及

び威嚇を禁止するという核兵器禁止条約が
国連で採択された２０１７年７月７日、我々は
人類の未来に大きな希望を持つことができ
た。
核兵器禁止条約が発効しても、核兵器が

なくなるわけではない。圧倒的多数の国連
加盟国がこの条約を批准し、核兵器に悪の
烙印を押し、核兵器国ならびに核の傘の下
にある国々に、核兵器による安全保障では
なく、信頼と友好による安全保障を求めな
ければならない。
その中で、戦争による唯一の核兵器被爆

国でありながら、わが日本政府が「核兵器
廃絶は究極の目的」として、核兵器禁止条
約に背を向けていることを許すわけにはい
かない。「後世の人びとが生き地獄を体験
しないように、生きているうちに何として
も核兵器のない世界を実現したい」という
被爆者の願いに寄り添い、核兵器禁止条約
を批准し、核兵器廃絶の先頭にたつことを
強く求める。

こ
ま
つ
座
の
演

劇
�
父
と
暮
ら
せ

ば
�
（
井
上
ひ
さ

し
作
）が
好
き
だ
。

原
爆
投
下
か
ら
３

年
後
の
広
島
。
主

人
公
は
、
生
き
残
っ
た
こ
と
に
や

ま
し
さ
を
感
じ
、
幸
せ
に
な
っ
て

は
い
け
な
い
と
心
を
閉
ざ
し
て
生

き
る
一
人
の
女
性
だ
。
彼
女
と
そ

の
父
の
二
人
芝
居
と
い
う
狭
く
小

さ
な
切
り
口
だ
が
、
二
人
の
対
話

か
ら
は
無
数
の
被
ば
く
者
の
人
生

が
滲
み
出
る
よ
う
に
伝
わ
っ
て
く

る
。
高
校
生
だ
っ
た
私
に
は
、「
生

き
て
い
く
」
こ
と
を
苦
し
み
恥
じ

る
、
そ
の
主
人
公
の
葛
藤
が
と
て

も
印
象
的
だ
っ
た
。

「
核
兵
器
と
い
う
も
の
は
、
ど

こ
ま
で
も
人
間
を
付
け
回
し
、
な

ん
ど
も
な
ん
ど
も
人
間
を
騙
し
討

ち
に
し
て
、
人
間
の
生
き
る
勇
気

と
誇
り
と
を
台
無
し
に
す
る
悪
魔

の
贈
物
」
。
井
上
ひ
さ
し
の
言
葉

だ
。
�
父
と
暮
ら
せ
ば
�
は
、
原

爆
に
苦
し
め
ら
れ
な
が
ら
、
そ
れ

で
も
生
き
て
い
る
人
た
ち
の
た
め

の
作
品
だ
と
思
っ
た
。
苦
し
み
な

が
ら
も
前
を
向
き
生
き
る
意
味
を

見
つ
け
て
い
く
主
人
公
の
姿
が
、

命
を
削
っ
て
被
ば
く
体
験
を
伝
え

て
く
れ
る
被
ば
く
者
の
方
々
の
姿

に
重
な
る
。
そ
の
姿
か
ら
、
当
事

者
は
核
の
時
代
を
生
き
る
私
た
ち

全
員
だ
と
気
づ
か
さ
れ
る
。
被
ば

く
者
の
声
が
核
兵
器
禁
止
条
約
と

な
り
、
核
兵
器
を
「
な
く
せ
る
か

ど
う
か
」
で
は
な
く
「
な
く
す
」

こ
と
が
前
提
に
な
っ
た
。
今
、
私

た
ち
が
ど
う
生
き
る
の
か
、
問
わ

れ
て
い
る
と
思
う
。
（
Ａ
・
Ｍ
）

お
知
ら
せ
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（２０２１年１月２２日）

「唯一の戦争被爆国 日本政府に核兵
器禁止条約の署名・批准を求める署名」
に取り組もう

核兵器禁止条約の発効確定

２０２０年１０月２５日
核戦争に反対する医師の会（反核医師の会）

核兵器禁止条約の批准国が５０カ国を超えたことを大歓迎する
声 明

２０１７

核
兵
器
禁
止
条
約
の
発
効
確
定
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感

染
拡
大
に
と
も
な
い
本
年
予

定
さ
れ
て
い
た
第
３１
回
反
核

医
師
の
つ
ど
い
ｉ
ｎ
ち
ば
が

一
年
先
に
延
期
と
な
っ
た
た

め
、
実
行
委
員
会
．
反
核
医

師
の
会
代
表
世
話
人
会
で
、

他
の
企
画
を
計
画
し
た
。
そ

の
結
果
、
１１
月
１
日
オ
ン
ラ

イ
ン
講
演
会
開
催
の
運
び
と

な
り
、
全
国
よ
り
約
１
４
０

名
が
参
加
し
た
。

講
演
の
テ
ー
マ
は
「
被
爆

７５
年
：
核
兵
器
を
め
ぐ
る
国

際
情
勢
―
核
兵
器
禁
止
条
約

を
中
心
に
―
」
、
講
師
は
長

崎
大
学
核
兵
器
廃
絶
研
究
セ

ン
タ
ー
（
Ｒ
Ｅ
Ｃ
Ｎ
Ａ
）
准

教
授
の
中
村
桂
子
氏
が
つ
と

め
た
。

折
し
も
核
兵
器
の
開
発
や

製
造
、
保
有
、
使
用
な
ど
を

全
面
的
に
禁
止
す
る
核
兵
器

禁
止
条
約
の
批
准
国
の
ホ
ン

ジ
ュ
ラ
ス
国
連
本
部
で
の
批

准
の
手
続
き
終
了
に
よ
り
条

約
発
効
に
必
要
な
５０
に
達

し
、
９０
日
後
の
２
０
２
１
年

１
月
２２
日
に
発
効
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
核

兵
器
を
人
道
的
に
違
法
だ
と

す
る
初
め
て
の
国
際
条
約
が

動
き
出
す
こ
と
に
な
る
。
そ

の
直
後
の
オ
ン
ラ
イ
ン
講
演

会
と
な
り
、
ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
使
用

に
よ
る
午
後
５
時
か
ら
７
時

ま
で
約
２
時
間
の
質
疑
応
答

を
含
め
た
講
演
会
と
な
っ

た
。反

核
医
師
の
会
ち
ば
代
表

世
話
人
で
つ
ど
い
実
行
委
員

長
で
あ
る
川
村
実
先
生
に
よ

る
挨
拶
の
後
、
中
村
桂
子
氏

よ
り
一
、
核
兵
器
を
め
ぐ
っ

て
世
界
は
ど
の
よ
う
な
状
況

に
あ
る
の
か
？

二
、
核
兵

器
禁
止
条
約
の
発
効
、
そ
の

意
味
は
？

三
、
日
本
、
私

た
ち
の
課
題
は
？
、
こ
の
３

点
を
中
心
に
講
演
さ
れ
た
。

特
に
核
兵
器
禁
止
条
約
の
内

容
に
多
く
の
時
間
を
を
割
か

れ
た
。
唯
一
の
戦
争
被
爆
国

で
ア
メ
リ
カ
の
核
の
傘
の
下

に
入
っ
て
い
る
日
本
は
ど
っ

ち
を
向
い
て
行
く
の
か
？
ア

メ
リ
カ
の
大
統
領
選
挙
の
結

果
次
第
で
ど
う
変
わ
る
の

か
、
不
安
定
な
状
況
が
し
ば

ら
く
続
く
と
み
ら
れ
る
。
今

後
、
日
本
政
府
へ
条
約
の
批

准
を
求
め
る
行
動
を
強
め
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ

た
。講

演
後
、
反
核
医
師
の
会

原
和
人
・
中
川
武
夫
両
代
表

世
話
人
の
司
会
で
質
疑
応
答

に
入
り
多
く
の
質
問
に
答
え

て
戴
い
た
。
そ
の
後
、
実
行

委
員
会
事
務
局
長
の
野
崎
泰

夫
先
生
が
主
催
者
ア
ピ
ー
ル

を
読
み
上
げ
、
原
和
人
先
生

の
閉
会
の
辞
に
て
無
事
初
の

オ
ン
ラ
イ
ン
講
演
会
は
終
了

し
た
。

延
期
と
な
っ
た
「
反
核
医

師
の
つ
ど
い
」
は
２
０
２
１

年
１０
月
３０
日
・
１０
月
３１
日
、

千
葉
・
幕
張
で
の
開
催
予
定
。

（
反
核
医
師
の
つ
ど
い
in
ち

ば
実
行
委
員

前
島
明
）

２
０
２
０
年
１２
月
４

日
、保
団
連
非
核
平
和
部
、

反
核
医
師
の
会
、
近
畿
反

核
医
師
懇
談
会
の
三
団
体

で
、
６
回
目
の
外
務
省
要

請
を
行
っ
た
。

中
川
武
夫
、
原
和
人
、

飯
田
哲
夫
各
代
表
世
話

人
、
松
井
和
夫
保
団
連
非

核
平
和
部
員
等
７
人
が

参
加
し
た
。
外
務
省
か
ら

は
軍
縮
核
不
拡
散
・
科
学

部
軍
縮
課
か
ら
２
名
が
対

応
し
た
。

要
請
内
容
は
、
①
核
兵

器
禁
止
条
約
に
日
本
政
府

と
し
て
、
署
名
し
、
批
准

す
る
こ
と
。
②
第
７５
回
国

連
総
会
で
、
非
核
兵
器
国

が
提
出
す
る
核
の
な
い
世

界
に
向
け
た
決
議
、
核
兵

器
禁
止
条
約
に
関
す
る
決

議
に
関
し
て
賛
成
す
る
こ

と
、
少
な
く
と
も
反
対
し

な
い
こ
と
。
ま
た
国
連
総

会
に
お
い
て
、
核
兵
器
廃

絶
に
向
け
て
日
本
国
政
府

が
積
極
的
役
割
を
果
た
す

こ
と
、
③
Ｎ
Ｐ
Ｔ
条
約
に

違
反
す
る
行
為
を
続
け
る

核
兵
器
国
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
条

約
を
遵
守
す
る
よ
う
に
要

求
す
る
こ
と
。
④
来
年
８

月
開
催
予
定
の
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再

検
討
会
議
の
成
功
に
向
け

て
努
力
す
る
こ
と
等
を
要

請
し
た
。（
詳
細
は
次
号
）

中村桂子氏

要
請
書
を
手
渡
す

飯
田
代
表
世
話
人

尊
敬
し
て
や
ま
な
い
莇

（
あ
ざ
み
）
昭
三
先
生
の
ご

逝
去
の
報
を
受
け
、
心
の
中

に
涙
が
あ
ふ
れ
出
た
。

「
反
核
医
師
の
会
」
で
２０

年
間
共
に
活
動
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
中
で
、
莇
先
生
か
ら

数
知
れ
ぬ
教
訓
を
得
た
。
国

内
外
情
勢
・
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
運

動
の
歴
史
的
推
移
の
分
析
・

諸
外
国
の
運
動
か
ら
何
を
学

ぶ
か
・
被
団
協
、
原
水
協
、

非
核
の
政
府
の
会
等
々
の
方

針
を
緻
密
に
分
析
さ
れ
、「
反

核
医
師
の
会
」
の
運
動
に
、

最
大
限
生
か
す
べ
き
か
を
常

に
考
え
ら
れ
、
果
敢
に
実
践

さ
れ
た
。

１
９
８
７
年
２
月
に
ニ
ュ

ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
開
催
さ
れ

た
第
１
回
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
ア
ジ

ア
・
太
平
洋
地
域
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
に
３６
人
も
の
医
師
の
参

加
を
組
織
し
た
。
民
医
連
・

保
団
連
の
「
反
核
運
動
」
の

理
念
を
世
界
に
訴
え
、
同
時

に
世
界
の
医
師
の
運
動
を
学

ぶ
こ
と
、
特
に
核
兵
器
廃
絶

は
人
類
の
緊
急
な
課
題
を
基

軸
に
据
え
て
い
く
活
動
を
旺

盛
に
展
開
す
る
事
な
ど
を
基

本
に
位
置
付
け
た
。
集
会
決

議
文
に
「
核
兵
器
廃
絶
は
緊

急
の
課
題
」
と
い
う
文
言
を

入
れ
る
よ
う
に
全
体
集
会
で

提
起
し
、
会
場
の
万
雷
の
拍

手
で
採
択
さ
れ
た
。

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事

故
翌
年
の
５
月
に
第
７
回
Ｉ

Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
世
界
大
会
が
開
か

れ
、
ボ
チ
コ
フ
医
師
と
莇
先

生
の
会
談
が
実
現
し
た
。
こ

の
大
会
の
決
議
文
に
「
核
兵

器
廃
絶
を
主
張
す
る
意
見
に

同
意
す
る
」
と
述
べ
ら
れ
た

時
、私
達
は
拍
手
し
続
け
た
。

先
生
の
抑
制
さ
れ
た
笑
顔

が
、
脳
裡
に
残
っ
て
い
る
。

こ
の
地
域
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

・
世
界
大
会
の
成
果
に
確
信

を
持
ち
、
大
会
に
参
加
さ
れ

た
医
師
も
中
核
に
な
り
、
１

９
８
７
年
８
月
１
〜
２
日
、

２
９
４
人
の
参
加
、
９
４
３

万
円
の
カ
ン
パ
を
得
て
第
１

回
「
核
戦
争
に
反
対
し
、
核

兵
器
廃
絶
を
求
め
る
医
師
・

医
学
生
の
集
い
」
の
設
立
総

会
が
成
功
裡
に
行
わ
れ
た
。

莇
先
生
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

の
大
学
教
育
で
の
「
反
核
教

育
」
の
実
践
を
ヒ
ン
ト
に
、

２
０
０
３
年
に
「
核
の
な
い

世
界
へ
ー
医
療
人
の
た
め
の

平
和
テ
キ
ス
ト
」
の
出
版
に

も
尽
力
さ
れ
た
。
原
則
を
堅

持
し
、
世
界
の
医
師
の
活
動

か
ら
学
ぶ
姿
勢
は
、
一
貫
し

て
い
た
。

先
生
の
「
核
兵
器
廃
絶
」

の
意
志
は
、
Ｐ
Ａ
Ｎ
Ｗ
に
継

承
さ
れ
、
発
展
し
、
国
連
で

の
核
兵
器
禁
止
条
約
批
准
国

が
、間
も
な
く
発
効
さ
れ
る
。

「
反
核
医
師
の
会
」
を
結
成

し
、
育
ん
で
い
た
だ
き
感
謝

い
た
し
ま
す
。
安
ら
か
に
お

眠
り
に
な
れ
な
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
時
々
揺
り
動
か
さ

せ
て
い
た
だ
く
事
を
お
許
し

く
だ
さ
い
。
（
２
０
２
０
年

９
月
記
）

（
顧
問

児
嶋

徹
）

莇（あざみ）昭三先生の略歴
１９２７ 石川県に生まれる
１９４５ 海軍兵学校在学中に終戦
１９５２ 金沢大学医学部卒業（内灘基地

接収反対闘争）
１９５３ 内灘診療所所長
１９６９ 全国スモンの会結成「ＳＭＯＮ

病の６例」「慢性疾患の管理に
よせて」

１９７４ 「民医連と青年医師の『研修』」
１９７６ 「スモン闘争の現状と任務」
１９７８ 全日本民医連副会長
１９８２ 全日本民医連会長（～９２年）
１９８７ 「薬害エイズにおける医師・医

学者の責任」「核凍結から核廃
絶への歴史的転換―ＩＰＰＮＷ
の軌跡」

１９９２ 全日本民医連名誉会長（～現在）
２０００ 『戦争と医療』
２０２０．７．１９ 逝去 享年９３歳

オンライン講演会の模様

１１・１オンライン講演会 主催者アピール
２０１７年７月７日、国連で採択された「核
兵器禁止条約」は、１０月２４日、ホンジュラ
スの批准により発効に必要な５０か国に達
し、９０日後の来年１月２２日に発効すること
が確定しました。国連のグテーレス事務総
長は、「核兵器使用による壊滅的な人道的
結末に目を向けさせた世界の運動が成就し
た」と評価し、核廃絶が「国連にとって軍
縮問題の最優先事項」と改めて強調した、
と伝えられています。この講演会を企画し
た反核医師・医学者のつどい in ちば実行委
員会は、この条約が発効となることを心か
ら歓迎し、長年にわたり条約の採択と発効
のために奮闘されてきた被爆者、そして核
兵器廃絶と平和のために取り組まれてきた
世界中の人々に改めて敬意を表したいと思
います。
同条約は、核なき世界が「国家および集
団的な安全保障の利益にかなう最高次元で
の地球規模の公共の利益」であるとし、「核
兵器の使用による犠牲者（ヒバクシャ）な
らびに核兵器の実験による被害者にもたら
された受け入れがたい苦痛と被害」にも触
れる内容になっています。その上で、開発、
実験、製造、備蓄、移譲、使用、そして威
嚇をも禁止し、全世界の核兵器廃絶を願う
人々の思いを結実させたものです。この条
約の締結を求め全世界で取り組まれている
「核兵器廃絶国際署名（ヒバクシャ署名）」
は国内だけで１２００万筆を超え、日本政府に
同条約への参加を求める地方議会の意見書
は４９４、全自治体の２７％に上っています。

しかし、日本政府は、同条約採択時には
棄権、その後もかたくなに条約への参加を
拒否し続けています。こうした日本政府の
態度は被爆者の願い、全世界の核兵器廃絶
と平和を願う人々の思いに背を向けた態度
と言わざるを得ません。また、いわゆる「黒
い雨」裁判で、原告の被爆者８４人に対し、
広島地裁は原告の訴えを認め、被爆者健康
手帳の交付を命じる判決が下されました。
被爆者の身体的、社会的な苦痛と苦悩に対
し、一つの明かりをもたらすものでしたが、
被告である広島市と県は、国の要請を受け
８月１２日に控訴しました。これまでの最高
裁判決と異なることや、十分な科学的知見
に基づいたとは言えないことなどから控訴
した、とされています。この判決に対する
態度一つとっても、被爆者の思いとは裏腹
な態度表明として、大変残念でなりません。
今年は戦後７５年という節目の年です。新
型コロナウイルス感染症の世界的な拡がり
の中、核兵器廃絶の運動や諸会議も制限や
延期、中止をせざるを得ませんでした。そ
のような中にあって、今回の核兵器禁止条
約の発効は、核兵器廃絶への道筋を明確に
指し示していくことになると思います。私
たちは、全世界の核兵器廃絶を願う人々と
ともに、一刻も早い廃絶実現を希求し、そ
の実現のために奮闘する決意です。

２０２０年１１月１日 反核医師・医学者のつ
どい inちば実行委員会一同

反
核
医
師
の
会
・
つ
ど
い
実
行
委
員
会

１１
・
１
オ
ン
ラ
イ
ン
講
演
会
開
く

追
悼
・
莇
昭
三
先
生

追
悼
・
莇
昭
三
先
生

追
悼
・
莇
昭
三
先
生

三
団
体
で
外
務
省
要
請
を
実
施
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「
黒
い
雨
」
被
爆

者
訴
訟
全
面
勝

訴
す
る
も
県
・
市

が
控
訴

長
崎
の
被
爆
地
域
は
市
の

行
政
区
域
に
そ
っ
て
南
方
の

み
爆
心
１３
ｋ
ｍ
と
長
い
。
１

９
７
４
年
、
７６
年
に
被
爆
者

認
定
に
つ
な
が
る
「
健
康
診

断
特
例
地
域
」
が
爆
心
約
６

ｋ
ｍ
の
北
、
東
、
西
方
向
に

新
設
さ
れ
た
。
こ
れ
に
あ
わ

せ
て
広
島
で
は
被
爆
直
後
に

気
象
台
が
調
べ
た
降
雨
地
域

の
う
ち
１９
ｘ
１１
ｋ
ｍ
の
「
大

雨
地
域
」
が
健
康
診
断
特
例

地
域
に
指
定
さ
れ
た

黒
い
雨
は
「
大
雨
地
域
」

よ
り
も
広
範
に
降
っ
て
健
康

被
害
を
生
じ
て
お
り
、
住
民

た
ち
は
地
域
拡
大
を
求
め
て

き
た
。
気
象
学
者
の
増
田
善

信
さ
ん
は
詳
細
な
調
査
を
し

て
１
９
８
８
年
に
降
雨
域
は

気
象
台
調
査
の
「
小
雨
地
域

２９
ｘ
１５
ｋ
ｍ
」
の
４
倍
に
な

る
と
発
表
し
た
。

広
島
市
は
２
０
０
８
年
に

調
査
を
お
こ
な
い
降
雨
範
囲

は
「
小
雨
地
域
」
の
３
倍
の

可
能
性
が
あ
る
と
し
厚
労
省

に
健
康
診
断
特
例
地
域
の
拡

大
を
求
め
た
が
、
科
学
的
根

拠
は
な
い
と
し
て
却
下
さ
れ

た
。２

０
１
５
年
に
住
民
６４
人

は
広
島
県
・
市
に
被
爆
者
健

康
手
帳
の
交
付
を
も
と
め
て

広
島
地
裁
に
提
訴
し
「
原
爆

黒
い
雨
被
爆
者
訴
訟
」
が
開

始
さ
れ
た
。
被
告
は
「
１
０

０
ｍ
ｓ
ｖ
を
下
回
る
被
曝
で

健
康
被
害
が
起
こ
る
か
ど
う

か
は
定
か
で
な
く
被
爆
者
援

護
法
の
適
応
と
は
な
ら
な

い
」
と
驚
く
べ
き
主
張
を
し

た
。福

島
原
発
事
故
後
に
国
が

主
張
す
る
「
１
０
０
ｍ
ｓ
ｖ

閾
値
論
」
に
沿
っ
て
被
曝
の

影
響
を
過
小
評
価
す
る
も
の

で
あ
る
。

７
月
２９
日
に
裁
判
所
は

「
黒
い
雨
に
は
放
射
性
微
粒

子
が
含
ま
れ
て
お
り
、
健
康

障
害
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る

か
ら
３
号
被
爆
者
の
認
定
根

拠
と
し
て
き
た
。
原
告
８４
人

は
い
ず
れ
も
黒
い
雨
に
暴
露

し
て
健
康
管
理
手
当
の
対
象

と
な
る
疾
患
に
罹
患
し
て
お

り
、
３
号
被
爆
者
に
該
当
す

る
」
と
し
て
被
爆
者
健
康
手

帳
の
交
付
を
命
じ
る
判
決
を

出
し
た
。

広
島
県
・
市
は
控
訴
断
念

の
姿
勢
を
示
し
た
が
、
国
は

判
決
は
科
学
的
知
見
に
基
づ

い
て
い
な
い
こ
と
、
長
崎
で

の
被
爆
体
験
者
訴
訟
で
は
最

高
裁
で
原
告
が
敗
訴
し
て
い

る
こ
と
か
ら
控
訴
を
望
ん

だ
。
国
が
特
例
地
域
の
再
検

討
の
方
針
を
示
し
た
た
め
県

・
市
は
控
訴
し
て
高
裁
で
の

た
た
か
い
が
始
っ
た
。

国
の
検
討
会開

催

１１
月
１６
日
厚
生
省
で
第
１

種
健
康
診
断
特
定
地
域
に
関

す
る
検
討
会
が
開
催
さ
れ

た
。
黒
い
雨
に
は
放
射
性
物

質
が
含
ま
れ
て
い
た
の
か
、

健
康
被
害
は
あ
っ
た
か
に
つ

い
て
、
過
去
の
調
査
の
検
証

と
実
地
調
査
、
原
爆
病
院
の

５
万
人
の
被
爆
者
カ
ル
テ
の

検
証
な
ど
を
お
こ
な
う
。
構

成
員
に
は
被
爆
者
の
木
戸
さ

ん
、気
象
学
者
の
増
田
さ
ん
、

広
大
原
医
研
元
所
長
の
鎌
田

七
男
先
生
も
入
っ
て
お
り
、

被
爆
者
の
立
場
に
立
っ
た
検

討
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
期
待

し
た
い
。

広
島
高
裁
で
１１

月
１８
日
に
第
１

回
口
頭
弁
論

原
告
団
長
の
高
野
正
明
さ

ん
は
「
全
員
勝
訴
判
決
に
多

く
の
人
々
か
ら
共
感
と
喜
び

の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

国
の
不
当
な
控
訴
に
対
し
て

全
国
か
ら
抗
議
と
撤
回
を
求

め
る
声
が
上
が
っ
て
い
ま

す
。
「
黒
い
雨
」
被
爆
者
に

残
さ
れ
た
時
間
は
僅
か
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。
早
く
「
被
爆

者
」
と
認
め
て
く
だ
さ
い
」

と
意
見
陳
述
を
さ
れ
た
。

裁
判
長
は
、
本
件
は
放
射

線
の
影
響
を
受
け
た
「
事
実

の
有
無
」
で
は
な
く
「
可
能

性
の
有
無
」
が
問
題
と
な
っ

て
い
る
事
案
で
あ
る
と
し

て
、
「
高
度
の
蓋
然
性
」
に

固
執
す
る
被
告
に
控
訴
理
由

に
つ
い
て
釈
明
を
求
め
、
次

回
２
月
１７
日
に
結
審
す
る
可

能
性
に
言
及
し
た
。

長
崎
の
被
爆
体
験
者
訴
訟

は
２８
人
が
再
提
訴
を
し
て
お

り
、
最
近
の
調
査
で
被
爆
区

域
外
の
土
壌
か
ら
も
プ
ル
ト

ニ
ウ
ム
が
検
出
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

長
崎
の
被
爆
体
験
者
訴

訟
、
福
島
原
発
訴
訟
と
連
帯

し
て
核
被
害
を
糾
弾
し
、
高

齢
の
原
告
に
早
期
に
勝
訴
判

決
が
で
る
よ
う
支
援
を
し
て

い
こ
う
。
（
常
任
世
話
人

青
木
克
明
）

２
０
２
０
年
７
月
２９
日
、
「
黒
い
雨
」
被
爆
者
訴
訟
は
、
広

島
地
裁
で
、
原
告
８４
人
全
員
を
被
爆
者
と
認
定
す
る
判
決
が
言

い
渡
さ
れ
た
。し
か
し
、
８
月
１２
日
、
国
の
強
い
意
向
で
県
・

市
が
控
訴
し
、
反
核
医
師
の
会
は
、控
訴
断
念
を
求
め
る
声
明

に
続
い
て
控
訴
へ
の
抗
議
声
明
を
発
表
し
た
こ
と
ま
で
を
前
号

に
掲
載
し
た
。

今
号
で
は
、そ
の
地
裁
判
決
の
詳
細
と
、そ
の
後
、１１
月
１６
日

開
催
さ
れ
た
国
の
検
討
会
や
広
島
高
裁
で
の
１１
月
１８
日
で
の
第

１
回
口
頭
弁
論
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

広
島
地
裁
に
て

全面勝訴で喜ぶ被爆者たち原告

今年の「第３１回反核医師の
つどい in千葉」は、２０２１年
１０月３０日（土）・３１日（日）に
千葉・幕張で開催予定。

「黒い雨」被爆者訴訟全面勝訴するも「黒い雨」被爆者訴訟全面勝訴するも

お知らせお知らせ

県・市が控訴後、広島高裁で第１回口頭弁論

ヒバクシャ国際署名は
２０２０年１２月末日を持って終了

ヒバクシャ国際署名は
２０２０年１２月末日を持って終了

２０１６年から続けてきたヒバクシャ国
際署名は、２０２０年１０月２８日のヒバクシ
ャ国際署名連絡会議によると、９月ま
でに署名は、全体で、１２，６１２，７９８人分集
まっている（昨年から２，０９４，９２６人分の
増）。コロナ禍のため、オンラインを通
じて国連に報告され、中満泉国連事務
次長（軍縮担当上級代表）より、感謝
のメールが届いている。またこの署名
は、昨年１２月末で終了とし、最終集約
を行なった。最終的な署名数が分かれ
ば、お知らせする。

反核医師の会は、会員のみなさまの会費と、主旨に
賛同いただいている募金によって運営しています。
会費納入のほど、よろしくお願いいたします。
２０２０年度（２０２０年４月１日～２０２１年３月３１日）
個人会員（医師・歯科医師、医学者） １０，０００円
研修医（卒後２年まで） ３，０００円
医・歯学生会員 １，０００円
賛助会員 １，０００円

振込先
◇りそな銀行 新都心営業部
普通 １ ５ ５ ７ ５ ０ ２

「反核医師・医学者の集い」
◇ゆうちょ銀行（他銀行からの振り込みの場合）
○一九支店
当座 ０ ０ ５ ６ ７ ６ ４
「反核医師・医学者の集い」

◇郵便振替 ０ ０ １ ７ ０－７－５ ６ ７ ６ ４
「反核医師・医学者の集い」

会費納入のおねがい
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原
爆
被
爆
か
ら
７５
年
と
い

う
節
目
の
年
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を
受

け
て
、
今
年
の
原
水
爆
禁
止

世
界
大
会
は
す
べ
て
オ
ン
ラ

イ
ン
開
催
と
な
っ
た
。

私
は
８
月
２
日
に
行
わ
れ

た
国
際
会
議
に
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で

参
加
し
た
。
当
日
の
参
加
者

は
６
０
０
人
と
の
こ
と
だ
っ

た
が
、
リ
モ
ー
ト
な
の
で
、

一
体
感
に
は
欠
け
る
う
ら
み

が
あ
っ
た
。

冒
頭
、
カ
ナ
ダ
在
住
の
被

爆
者
、
サ
ー
ロ
ー
節
子
さ
ん

（
８８
）
の
し
っ
か
り
し
た
訴

え
の
な
か
で
印
象
的
だ
っ
た

の
は
次
の
く
だ
り
で
あ
る
。

「
２
０
１
７
年
７
月
７
日
、

国
連
で
核
兵
器
禁
止
条
約
が

採
択
さ
れ
た
瞬
間
、
周
囲
の

人
々
は
総
立
ち
し
て
歓
声
を

上
げ
、
拍
手
や
抱
擁
し
あ
っ

て
い
ま
し
た
が
、
私
は
着
席

の
ま
ま
涙
と
共
に
何
十
万
と

い
う
広
島
、
長
崎
の
死
者
の

霊
と
会
話
を
交
わ
し
て
い
た

の
で
す
。
吉
報
を
一
刻
も
早

く
伝
え
た
か
っ
た
の
で
す
。

『
喜
ん
で
く
だ
さ
い
。
あ
な

た
達
の
死
を
意
味
あ
る
も
の

と
す
る
と
誓
っ
た
お
約
束
の

第
一
歩
に
到
着
し
ま
し
た
。

ま
だ
道
の
り
は
長
く
遠
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
廃
絶
の

日
ま
で
待
っ
て
い
て
く
だ
さ

い
』
溢
れ
る
涙
を
拭
き
な
が

ら
瞼
を
閉
じ
祈
っ
た
瞬
間
だ

っ
た
」

第
１
セ
ッ
シ
ョ
ン
（
世
界

の
平
和
運
動
）で
は
、
米
国
、

英
国
、
ロ
シ
ア
、
ド
イ
ツ（
国

際
平
和
ビ
ュ
ー
ロ
ー
）
、
日

本
の
代
表
が
発
言
し
、
と
り

わ
け
、
英
国
の
Ｃ
Ｎ
Ｄ
（
核

軍
縮
運
動
）
の
ケ
イ
ト
・
ハ

ド
ソ
ン
事
務
局
長
が
、
運
動

に
と
っ
て
不
可
欠
な
３
つ
の

要
素
と
し
て
「
団
結
、
多
様

性
、
国
際
協
力
」
を
あ
げ
て

い
た
の
が
心
に
残
っ
た
。

第
２
セ
ッ
シ
ョ
ン
（
ア
ジ

ア
・
太
平
洋
）
で
は
韓
国
、

ベ
ト
ナ
ム
、
イ
ン
ド
、
日
本

の
代
表
が
報
告
、
こ
の
な
か

で
は
韓
国
の
イ
・
ジ
ュ
ン
キ

ュ
氏
（
韓
神
大
学
統
一
平
和

政
策
研
究
院
）
に
よ
る
朝
鮮

半
島
問
題
の
分
析
と
東
ア
ジ

ア
の
平
和
構
築
に
向
け
た
発

言
を
興
味
深
く
聞
い
た
。
や

や
混
迷
を
深
め
る
北
東
ア
ジ

ア
の
政
治
情
勢
だ
が
、
韓
国

民
衆
と
の
連
帯
が
重
要
だ
と

改
め
て
感
じ
た
。

最
後
に
「
主
催
者
声
明
」

が
読
み
上
げ
ら
れ
た
が
、
そ

の
一
節
を
紹
介
す
る
。

「
い
ま
な
お
１
万
４
千
発

近
く
核
弾
頭
が
存
在
し
、
２

千
発
近
く
の
核
ミ
サ
イ
ル
が

直
ち
に
発
射
で
き
る
状
態
に

あ
り
ま
す
。
意
図
的
な
使
用

の
危
険
に
加
え
、
偶
然
や
誤

算
に
よ
っ
て
さ
え
、
核
爆
発

が
起
き
か
ね
な
い
状
況
が
続

い
て
い
ま
す
。
幸
運
に
も
、

最
悪
の
事
態
を
回
避
し
て
き

ま
し
た
が
、
核
兵
器
が
存
在

す
る
限
り
そ
の
危
険
は
続
き

ま
す
。
人
類
の
生
存
を
こ
れ

以
上
『
運
』
に
ゆ
だ
ね
る
わ

け
に
い
き
ま
せ
ん
。（
中
略
）

核
兵
器
廃
絶
の
緊
急
性
は
い

っ
そ
う
明
ら
か
と
な
っ
て
お

り
、
こ
れ
を
求
め
る
世
界
的

流
れ
は
さ
ら
に
前
進
を
続
け

て
い
ま
す
」

来
年
の
原
水
禁
世
界
大
会

が
ど
の
よ
う
な
形
で
開
か
れ

る
か
未
知
数
だ
が
、
発
効
し

た
核
兵
器
禁
止
条
約
の
も
と

で
の
初
め
て
の
世
界
大
会
と

な
る
わ
け
で
，
核
兵
器
廃
絶

を
め
ざ
す
運
動
に
と
っ
て
画

期
的
な
も
の
に
な
る
こ
と
を

願
う
も
の
で
あ
る
。
（
常
任

世
話
人

塩
川
哲
男
）

世
界
的
な
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
た

８
月
２
日
の
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会

国
際
会
議
を
視
聴
し
た
塩
川
常
任
世
話
人

よ
り
概
要
と
感
想
を
報
告
す
る
。

〈
写
真
の
説
明
〉

当
日

の
報
告
者
の
一
部
（
Ｙ
ｏ

ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
よ
り
）
。
上

段
右
か
ら
二
人
目
が
サ
ー

ロ
ー
節
子
さ
ん
、
３
人
目

が
ケ
イ
ト
・
ハ
ド
ソ
ン
さ

ん
、
中
段
左
端
が
イ
・
ジ

ュ
ン
キ
ュ
さ
ん

こ
の
書
籍
は
、
京
都
「
被

爆
２
世
・
３
世
の
会
」
＝
①

被
爆
者
の
被
爆
体
験
を
語
り

継
ぎ
、
社
会
へ
の
発
信
と
後

世
へ
の
継
承
を
通
じ
て
核
兵

器
の
廃
絶
・
世
界
平
和
の
実

現
に
貢
献
す
る
。
②
祖
父
母

・
親
（
被
爆
者
）
か
ら
の
遺

伝
的
影
響
の
実
態
と
真
実
を

追
究
し
、
被
爆
２
世
・
３
世

の
健
康
問
題
の
解
決
と
、
あ

ら
ゆ
る
核
被
害
者
の
救
済
に

役
立
て
る
。
こ
の
２
つ
を
目

的
に
、
東
京
電
力
福
島
第
一

原
発
事
故
の
翌
２
０
１
２
年

か
ら
活
動
し
て
い
る
団
体

（
代
表
世
話
人
・
平
信
行

http
://aogiri2-3.jp

）

が
、
ヒ
ロ
シ
マ
３５
人
・
ナ
ガ

サ
キ
１５
人
の
被
爆
体
験
の
実

相
と
現
在
を
ま
と
め
た
証
言

集
で
あ
る
。

原
爆
投
下
か
ら
７５
年
、
核

兵
器
禁
止
条
約
の
実
現
を
は

じ
め
核
廃
絶
に
向
け
て
被
爆

者
の
発
言
、
行
動
が
果
た
し

た
役
割
は
世
界
が
認
め
る
と

こ
ろ
で
あ
る
が
、
一
方
ヒ
ロ

シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
の
被
爆
者

の
平
均
年
齢
は
８２
歳
、
そ
の

数
は
減
り
続
け
、
被
爆
体
験

の
記
録
、
継
承
は
喫
緊
の
課

題
で
も
あ
る
。

こ
の
証
言
集
の
証
言
者
は

京
都
「
被
爆
２
世
・
３
世
の

会
」
会
員
の
被
爆
者
で
あ
る

親
と
会
員
自
身
、
京
都
府
在

住
の
被
爆
者
、
並
び
に
原
爆

症
認
定
訴
訟
原
告
か
ら
な

り
、
現
時
点
で
８０
名
の
う
ち

取
材
順
に
前
半
の
５０
名
（
現

在
も
増
加
中
の
証
言
者
を
含

め
後
半
は
下
巻
に
収
録
・
発

行
予
定
）の
証
言
集
で
あ
る
。

こ
の
証
言
集
取
材
は
、
そ

の
被
爆
体
験
を
８
月
６
日
と

８
月
９
日
当
日
に
限
ら
ず
、

生
き
延
び
る
こ
と
が
出
来
た

そ
の
後
の
人
生
す
べ
て
を
被

爆
体
験
と
し
て
と
ら
え
て
い

る
。
そ
こ
か
ら
見
え
て
く
る

被
害
の
実
相
が
、
い
の
ち
、

か
ら
だ
、
く
ら
し
、
さ
ら
に

は
ひ
と
と
の
つ
な
が
り
に
ま

で
及
ぶ
こ
と
が
明
ら
か
に
な

り
、
さ
ら
に
そ
れ
に
立
ち
向

か
っ
て
生
き
続
け
て
き
た
実

相
も
明
ら
か
に
な
る
。

世
界
の
潮
流
は
核
抑
止
・

安
全
保
障
論
か
ら
核
の
非
人

道
性
へ
と
大
き
く
変
わ
り
、

幾
多
の
曲
節
は
あ
っ
て
も
、

そ
の
う
ね
り
は
続
く
で
あ
ろ

う
。
そ
し
て
そ
の
原
点
に
被

爆
者
の
発
言
・
行
動
が
あ
る

こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
。
（
代
表
世
話
人

飯
田

哲
夫
）

２
０
２
０
年
９
月
５

日
、
反
核
医
師
の
会
常
任

世
話
人
だ
っ
た
深
澤
尚
伊

（
ふ
か
さ
わ

な
お
い
）先

生
が
、
ご
逝
去
さ
れ
ま
し

た
。
享
年
６９
歳
。

先
生
は
、
１
９
５
２
年

生
ま
れ
、
１
９
７
８
年

群
馬
大
学
卒
後
、
前
橋
協

立
病
院
入
職
、
１
９
９
１

年
８
月
〜
群
馬
県
保
険
医

協
会（
以
下「
協
会
」と
略

す
）理
事
就
任
、２
０
０
８

年
か
ら
前
橋
協
立
病
院
院

長
に
就
任
さ
れ
、
２
０
１

０
年
〜
２
０
１
８
年

群

馬
民
医
連
会
長
を
務
め
ら

れ
ま
し
た
。

そ
の
間
、
２
０
１
２
年

８
月
〜
協
会
役
務
と
し
て

環
境
平
和
部
部
長
担
当
、

２
０
１
３
年
８
月
、
協
会

副
会
長
に
就
任
さ
れ
、
多

方
面
に
ご
活
躍
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

反
核
医
師
の
会
に
つ
い

て
も
、
常
任
世
話
人
を
長

年
務
め
ら
れ
、「
会
」の
発

展
に
大
き
く
寄
与
さ
れ
ま

し
た
。
２
０
１
９
年
１０
月

２０
日
に
は
、新
し
く「
群
馬

反
核
医
療
者
の
会
」
を
立

ち
あ
げ
、
今
後
の
ご
活
躍

が
期
待
さ
れ
る
中
で
の
こ

と
で
あ
り
、
無
念
で
す
。

趣
味
の
水
彩
画
は
プ
ロ

並
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